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○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

教科書

参考文献及び指定
図書

関連科目 環境流体力学特論B 

授業の目的

１．地球環境を理解する過程において、流体力学の知識が必要であることを
理解する。
２．流体力学を理解するために必要な数学の知識を身につける。
３．流体力学に必要な基礎方程式の成立を理解する。
授

授業の概要

○第１回～第５回 現在，人間の生活圏には様々な場所から排出された汚染物質が満ち溢れて
いる．
大気・海洋中で移流・拡散している汚染物質の動態を知ることは，生活圏における快適な環境を
保全す
るために必要である．
これらの点について、実例を示しながら解説を行う。
第６回～第１０回 これらの現象を理解するためには3 次元的に運動する空気や海水の流体力学
的特
性を熟知しなくてはならない．また，流体力学を構築する物理数学的な知識も不可欠である．
この回の講義では、おもに流体力学で使用する数学に関する解説を行う。
第１１回～第１５回 この講義では，流体中の物質輸送現象の物理過程を理解するために必要と
なる，
流体間に作用する応力や質量保存の法則の考え方などの連続体の物理学の基礎的な部分と，
それに
関連する偏微分の計算ならびに拡散方程式などの偏微分方程式の運用について解説する．

必修・選択区分 選択 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

微分積分学の初歩の知識を身に付けていることが望ましいです。

受講心得

予習と復習を欠かさないでください。

平成２９年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英） 環境流体力学特論A （Envionmental Fluid Mechanics A）

担当教員名 池畑 義人

配当学年 1 開講期 前期
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合計欄 0点

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

【思考・判断・創
造】

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

地域志向科目

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

【知識・理解】

授業の運営方法

（１）授業の形式

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング



レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安


